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図２ 農林水産物・食品の輸出額の国・地域別内訳 
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１ 農林水産物を海外市場へ 
  世界経済の低迷が続く中、日本では少子高齢化

が進んでおり国内マーケットが縮小するおそれが

出てきている。 

  他方、世界的には日本食ブームが広がっており、 

特にアジア諸国の経済発展に伴う富裕層の増加や人

口増加が著しいアジアを有望なマーケットとして位

置づけ、農林水産物・食品の輸出促進が加速する傾向

にある。 

  財務省の貿易統計によると平成 2008 年の農林水産

物の輸出額は、5,078 億円で、国は、平成 25 年までに

この額を約2倍の1兆円規模を目指すとしている。(図

１) 

  この輸出額を国・地域別で見てみると、2008 年では、

1位が香港(1,053 億円)、2位がアメリカ(902 億円)、 

3 位が台湾(692 億円)、4位が韓国(528 億円)、5位が 

中国(450 億円)の順となっており、上位４つ、全体の

7割をアジアが占めている状況にある。（図 2） 

  国もこれをさらに後押しするため①輸出環境の整

備、②品目、国・地域別の戦略的輸出対策、③意欲の

ある農水漁業者に対する支援、④日本食・日本食材な

どの海外における需要開拓を4本柱とし官民が連携し

た戦略的な取り組みを推進するとしている。   

  このような背景の中で、今年になって本県を含め 

多くの地域が香港での特産品販売を展開しているの   

でまとめてみた。 
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表１ 2009 年 香港における食品商談会・物産展開催状

県漁連試食商談会 

FOOD EXPO 2009 

２ 物産輸出を加速する自治体の動き 

日本にとって一番の輸出先である香港で 

は、2009 年に入って地方自治体をはじめ、 

商工会議所、銀行などあらゆる団体が、香 

港市場での販路拡大を目指して商談会や物 

産展などを通じて農林水産物の売り込みを 

行っている。 

 香港は、輸出障壁が低く、狭いエリアに 

700 万を超える住民が暮らしているためマ 

ーケティングがしやすく、この地域での 

成功が海外輸出の糸口となるという。 

 表１は、2009 年に入ってから香港で行わ

れた商談会や物産展の開催状況をまとめた

ものであるが、5 月から 11 月まで 7 ヶ月で

計 35 回、月平均 5 回開催されていることに

なり、毎週どこかで各地域の物産展が開催されている計算になる。 

 そのような中、農業産出額九州 1位の本県も今年に入りすでに 

県貿易協会が1回、県漁連が2回の計3回、商談会を開催しており、     

これから春にかけて物産展やホテルでのレストランフェアなども 

計画されている。 

 ただし問題は、香港市場でも日本食品の流通が飽和状態に近づき

価格競争が始まりつつあることである。また、商談会を開催しても

なかなか価格面や条件面で折り合いが付かないケースも出てきて

いる。 

 ただ、この厳しい市場での成功は、華南地域、ひいては中国全体、 

東南アジアの各市場への進出につながることは間違いなく、 

この激しい競争の傾向はしばらく続くと思われる。 

 

３ 香港実業家リッキー・チェン氏が惚れ込む「かごしま黒豚」 

香港を中心とした飲食チェーン「和の味：テイスト・オブ・ 

ジャパン」グループ社長のリッキーチェン氏が経営に携わっ 

ている「自家うどん」と「岡田珈琲」が、2009年 9月香港 

にオープンした。この２店舗で出される素材は、小麦粉や卵 

等の原材料から多くの食材が日本産のものを使用しているが、 

本県の特産品も「かごしま黒豚」や「鹿児島産のかつお節」が 

使用されている。 

 

   鹿児島・香港貿易商談会 



レストランの開店式典 

お昼時には行列ができる自家うどん 

「鹿児島」が表示された看板やメニュー 食材を吟味するリッキー氏

リッキー氏といえば、2008年 1月 5日、東京築地市場で  

最高値の本マグロを 607万円で競り落としたことでメディア 

に大きく取り上げられ日本でも知られるようになるが、日本 

の食材にこだわる同氏が、かごしま黒豚に惚れ込んだことを 

きっかけに、今年 2009年 7月に県と県特産品協会が、同氏を 

鹿児島に招へいし，商談会や現場視察など行ったことで、  

本県産品を使った料理がメニュー化されることが決まった。 

 リッキー氏の持論は、「日本の美味しい食材を外食率７割と 

いわれる香港のレストランで提供し、香港人に食べてもらいた 

い。特に肉、魚、野菜、果物などあらゆる素材がそろっている  

九州は魅力的」である。 

地元での商談会では、かごしま黒豚の他に黒毛和牛やブリ、 

カンパチ、また、サツマイモをはじめとした野菜類、果物まで  

多くの食材がテーブルに並び、味はもとより食感、薫り、サイ  

ズなど、時間をかけて吟味された。 

 同氏は、今後香港ではまだなじみのない豚カツレストランを  

オープンさせる計画を持っている。計画がうまく進み「かごし  

ま黒豚」専門のトンカツ屋で、野菜からデザートまであらゆる 

食材が鹿児島の食材で提供される日が来るかもしれない。      

 

 

 

 

 

 

 

 
【鹿児島県香港事務所のご案内】 
 
 住 所：c/o JETRO HONG KONG,Room 4001,40/F..,H 
opewell Centre, 

183 Queen’s Road  East, Wanchai, HONG KONG 
電 話：852-2877-1696   ＦＡＸ：852-2918-0123   
 E-mail：kpg@hk.ntt.net 

 

このコーナーでは、鹿児島県の海外駐在員や海外派遣職員の方々のフレッシュなレポートを

掲載しています。レポートに関するみなさまからのご意見・ご質問・ご要望等をおまちしてお
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